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襲撃研究発表論文

マウンテンバイクの自然環境における利用特性と
うイダーの環境保全意識に関する研究
The Study of N atural Environmental Utilization Characteristic of Mountain Biking， and正nvironmental

Conservation Awareness of the Riders 

武 正憲ネ浜 泰ーネ斎藤 馨キ

Mαsαnori TAKE Y;αsukαzu HAMA K，αoru SAITO 

Abstract : As 1'ec1'eational activities in natu1'e field have dive1'sified， the usage of the field has also inc1'eased complexity having 

diffe1'ent activities in the same field， 01' with multiple activities combined. Unde1' such dive1'sified usage of the natu1'e， the conflict 

between administ1'ato1's and 1'ec1'eationists has become an issue. In o1'de1' to solve the conflict， natu1'al a1'eas need to be managed 

with unde1'standing of each activity and its 1'elation to the natu1'al envi1'onment. It is also 1'equi1'ed to establish a f1'amewo1'k with 

use1's' 1'ules and guidelines as well as monito1'ing thei1' implementation fo1' the sustainable usage of the natu1'e. In this study， 

mountain bikes and MTB 1'ide1's a1'e taken as a model of a 1'ec1'eational activity and 1'ec1'eationalists， l'巴viewingthei1' cha1'acte1'istic 

featu1'es in te1'ms of utilization to the natu1'e， and conducting a questionnai1'e to MTB 1'ide1's so thei1' consciousness as a 1'ole playe1' 

fo1' envi1'onmental conse1'vation can be cla1'ified. 

Keywords: Mountαin Bike， MTB rider， nαturα environmentα1 utilizαtion chαrαcteristic， environmentα1 conservαtionαωαre 

ness， Outdoor recreαtion 
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1.はじめに

近年，自然回帰忘肉の高まりから，中高年を中心とする受山ブー

ムや若者を中心とした野外イベントなどのアウトドアブームが起

こり，自然地域におけるレクリエーション活動は急速に多様化し

ている。登山者とトレイルランナー，マウンテンバイクライダー

(以下，ライダーと記す)など複数の活動が同一空間を利用する

ようになっている。また，アドベンチャーレースと呼ばれる競技

のようにトレイルランニングやマウンテンバイク(以下， MTB 

と記す)，カヤック，ラフティング，オリエンテーリングという

複数の活動を組み合わせることで自然地域it:1)内の広い範囲で活

動が行われ，利用形態も複雑化している。特に利用が集中する都

市近郊の自然地域や百名山に選ばれた山々などの人気がある観光

整備の進んだ地域では，このような複層的な利用が顕著なようで，

他の利用者や管理者との間で車L擦が生じ問題となっている。高尾

LlJ，九州自然歩道などでは， MTBを含む自転車の乗り入れが禁

止される事例が見られる日 2)。徒歩者とライダーの問題では，移

動速度や視点の途いなどから動きを予測できない状況や，自然環

境との関わり方の違いがお笈いに理解されないことが原因と，怒わ

れる。この摩擦を解決するためには，各活動の特性や自然環境と

の関わり方を把握した上での地域管理が必要である。

レクリエーション研究が盛んな欧米では，主主山者とライダーの

衝突に関するもの 3)やMTBによるトレイル浸食を科学的に評価

する研究ぺ林道の許容限界に着目した持続的な管理策の研究5)

などが行われており MTBやライダーの特性を把握した上で，自

然地域の計画・管理について議論されている。一方，園内での

MTBを対象とする研究は，サスペンション構造などの機械工学

的なもの6lや傷害等の医学的なもの1)が主であり，社会科学的研

究では MTB愛好者を事例に競技大会参加の動機を明らかにした

もの引がある。自然地域の計画・管理に関する研究は， I収容力

や利用制限JI混雑感JI利用者の意識構造jなどの点から議論が

なされているがへ登山者を研究対象とするものが多く， MTB 

市東京大学大学続新領域創成科学研究科

を対象とした研究は見当たらない。

本研究では， MTBの自然環境における利用特性，つまり，ラ

イダーがどのような自然地域に入り込んで利用しているのかを務

理するとともに，ライダーの環境保全意識論家から保全意識の程

度と MTB特有の自然環境の関わり方を明らかにすることを目的

とした。

2.研究方法

MTBの自然環境における利用特性の整理と，ライダーを対象

にしたアンケート調査による意識調査を実施した。

(1) MTBの自然環境における利用特性の整理

野外レクリエーション活動に調わる文献は MTBを中心に整理

した。文献は学術雑誌に限らず， MTBに関わる技術書や WEB

ページも活用し，情報収集を行った。また，日本マウンテンバイ

ク協会(以下， JMAと記す)事務局長や協会公認インストラク

ターからのインタどューによる情報収集を実施した。

(2 )ライダーの環境保全意識調査

ライダーを対象としたアンケート調査により，自然環境への意

識や関わり方の特徴について把握を行った。

( i )調査対象のライ夕、ー:頻繁に自然地域を利用するライダー

を中心に抽出するため，自然地域で開催される MTB大会参加者

を対象とした。

(u)質問項目の設定:武 (2008)山により，野外レクリエーショ

ンの活動時間と活動環境に対する保全意識や配慮、行動の潤係性が

示されている。本研究では， I他者への働きかけ」を加え， I環境

保全意識→個人の環境配慮行動→他者への働きかけ」という過程

を設定し質問を作成した。質問は表-1に示すように5分野に分
けて行った。回答は中立評価を避けるため，主に「よく当てはま

る:4J， I当てはまる:3J， I当てはまらない:2J， I全く当ては

まらなLにじからなる選択式4段階評価とした。自由記述形式

では，環境問題への隠心や日常的に実施しているエコ活動等につ
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いての項目を用意した。

(溢)分析方法・単純集計を行ったよで，平均値，最頻{直，標準

偏差を比較した。環境に対して意識が高いと推測されるガイドや

インストラクターに着目し，グループ分けしたよで解析を行った。

3.結果

(1) MTBの自然環境のおける利用特性

0)白然地域での機動性:サイクリングは年齢，性別を問わず，

誰にでもできることが特徴で，肉体を鍛え，精神的なストレスか

ら解放されるもっとも身近なスポーツと言える:九サイクリング

のー形態である MTBは，従来の自転車に比べ「高い強度Ji悪

路での安定性J刊百広いギヤレシオ(前後のギヤの比率)Ji強力

なブレーキjなどが特徴としてあげられ，!E山などの身近な自然

地域での走行に適した仕様となっている山。

MTB の一日の移動距離は，初心者では 40~50km が目安にな

り，上級者ともなればダート(砂利道)で 50~60km，舗装路な

ら 100~120km 程度の移動が可能となる。初心者でも快適に標高

差で 500~700m の移動ができる山ヘ市民が日常的に利用する

里山の距離は 30km以内に集中し，移動手段として 5km圏内は

徒歩，それ以上は自動車を使う傾向があるへもしも自宅からの

移動手段として MTBを利用すれば，自宅から里山までの移動と，

里山内での散策とを連続して楽しむことができるようになる。

米国のレンジャーは， MTBの機動性を活かし， 日常的に

MTBでパトロールを実践している。 MTBは時速80kmに達す

ることもあり危険を伴う。自然地域内での走行にはヘルメット着

用が義務づけられ， シングルトラック削)の制限速度が 15mph

(24km/h)に指定され，スピードガンを利用したチェックで罰

金もある回。

(u)自然体験活動での利便性:1998年に働日本レクリエーショ

ン協会を主体に JMAも参加する「自然活動ネットワークjを構

成され，研究活動を開始した。 2004年，側自然保護協会，働日

本野鳥の会などのメンバーと共に MTBを体験すると，野鳥の会

の参加者から「普段は自動車での移動が主であるから，観察ポイ

ントの潤の聖子鳥や風景に注意を向けることがなかったが， MTB 

では常に自然を感じることができ，非常に有意義な時間が過ごせ

た。エンジン音もなく野鳥観察には適している。」という意見が

あった (JMA事務局長高橋博氏談， 2008.7.26)附へこのよ

うに， MTBと他の活動と組み合わせることで，より広い範囲で

の自然体験活動を実施することができる。野鳥観察以外にも，野

草観察，昆虫観察，写真・ビデオ撮影，スケッチ，山菜採り，釣

りなど組み合わせば非常にl煽広い問。

(温)自然環境への影響・他利用者や管理者との凋係:米国では，

MTBの走行が著しく登山道を荒廃させるという理由から， 1980 

年代に WildnessAct 0964成立)を根拠に逮邦政府が自然地域

での MTBの乗り入れを制限した2札制。

登山道では，徒歩者とライダーの衝突事故なども起こり，

MTBの通行を禁止する事例もある。自然公国法では特別地域・

特別保護地域での道路などの指定区域以外は車の使用は認められ

ていな{，，2九そのため，登山道を MTBが通行することは禁止さ

表-1 質問分野と質問形式

分野 項目 質問形式

l 属性 他年齢職業，居似せMllill[M113関也事 選択式

理想的な
2 恥口BトレイJt-

自宅とのE酪邑理想的なトレイ凡ゆ条件 選一部択式自由自己主

3 環境保全意識関心
鮒雪な潔筑晶司題に対する現状の琵苦龍・車時b

選部択式寝泊4段E己搭主評式価
Mlliに際わる環狩識語に対する器龍・動む

4 自己の環境震雇討す動
般的な環境F摘に対する具偽情個人の主主度・行動

選一部択式自臨41:鐙時滋式草嫡
MIl3I:関わる環境Fロ滋!こ対する異偽的な個人の態度・行動

5 他者へ倒働きかけ 潔境隈題に対する他者への鍛きかけ 選一部択式自由4段E己階車評式価
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れている場合もあるが，区域の境界は不明確であることも多く，

必ずしもルールが守られていないのが混状である。また，身近な

自然である塁山では，地権者の了解なく土地を改変してしまい，

地権者と徒歩者やライダーがトラブルを起こすケースもある

(JMA公認A級インストラクタ一山上氏私信， 2008.12.5)。

米国でも自然地域の多様な利用が問題となっており，ライダー

とホースライダーの衝突事故が起っている山。 ドイツでも徒歩者

とライダーとの衝突が問題視され，規制・ゾーニング・利用料徴

収などが検討されている却。

Civ)ライダーによる環境保全行動・国際マウンテンバイク協会
(International Mountain Bike Association : 1988年設立)と

いう全米規模のボランティア組織を中心に，適正な利用とルール

の徹底およびトレイルの保全を実現しており，その活動の場は欧

州、l'こも広がっている山則。

オーストリアでは， MTBの購入時や，また旅行者などが移動

に列車を使う(自転車の持込ができる)場合に駅で，森林整備に

充てられる費用を徴収する制度も重量備されている却。

日本国内では JMA公認インストラクター講習会で， トレイル

でのルール・マナーや環境保全について案内があり，ボ、ランティ

ア活動でトレイルの清掃や整備を実施している問。群馬県西部の

西上州といわれるエリアでのボランティア活動が有名であり，地

主や行政との地道な交渉を続けながら，利用者の視点でのJlJ道や

廃道の整備を実践する例がある問。

(2 )ライダーの環境保全意識謂査

自然地域を頻繁に利用するライダーは利用する地域の保全や配

慮に前向きな行動をとるという仮説をたて，調査を実施した。

アンケート調査は， JMA主催「白潟マウンテンパイカーズフェ

スティバル」削)で実施し，参加者および運営スタッフを対象とし

た。大会本部の協力のもと，質問紙を受付前に配布し，受付時に

提出することとした。実施日は，参加者に時間的な余裕があるレー

ス前日の 2008年7月26日に限定したi!:4)。大会スタッフは，大

会準備期間内に直接依頼し，随時回収を行なった(表 2参!日現)。

アンケート内容は表 lの分野に基づいており，質問項目は表-

3に示す。表… 4に示すようにアンケート問答者の属性から，ガ

イドグループと非ガイドグループに分けた。ガイドグループは指

導的な立場にある

と定義し，環境へ 表-2 アンケー卜諮資概要

の配慮が高いとい

う仮説のもと，非

ガイドグループと

比較し，意識の違

いについて検討し

た。表-3にはア

ンケート質問項13，
平均値，最頻{蔭，

標準偏差，平均値

適度な起伏がある

来書講裟率が高い

シングルトラッヴが多い

人!こi璽わない

見E音色しが良い

大会名

会場

大会開催日

対象者

調査弱闘

回収方法

回収数

有効回答数

回答率

合計数

49吉

高言

白馬マウンナンパイカ ズフヱスTイ，¥)レ
(ジャパンシリーズウロスカントリー第5戦J
長野探白，時守自爵さのさかスキー場
(中部山岳国立公函瞬静由滋)

2008年7月26・27日(土日)

競技申込者394名

2∞B年7月268
受備割こ記入

受付で回収

213 

201 

51.0同

1>5， 
60'免

60， 
30弘

3'， 

ス告ッ742名

2∞S年7月22-268

226 

26% 

蔵接曲噂真

27 

お

59.5% 

]1 

ミi・ム等
日，日:護

29唱す '9% 2も

ゐ警

i蕊襲
景色の変化が大きい町一四回一空間四山畑一戸放機機線鶴線機懇懇毅;~^: ::;;，::: :~:'~:三議芝

J'為 μ ♂ 32包 23お.;
遂事富が狭い一一一一一機織嬢鰍燃鵠蛾機鍛錬磯繍デぷ日:;F:.'~~;~;:~::議毅翠

11¥ 41覧〆 32ち 8ち

間物が少ない艶静際鱗機野撃機土:.~:::.・略奪緩
抑制茂っているでア織でず関主主主;:ωす'

0% 20% 40% 60詰自0% 100% 

臨よく当てはまる欝当てはまる υ当てはまらない露よく当てはまらない ?無回答

図-1 理想的なトレイル(山道)の条件
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の差を値の大きさに応じて色の濃淡をつけて示した。また，有意

差の検定結果については5%と1%に分けて示した。
( i )属性:回答者全体の平均年齢は34.0歳で， 20代が18%，
30代が55%，40代が19%を占める。男女比は，男性が90%，
女性が10%と男性の割合が高い。居住地は35都道府県に渡り，
北海道から長崎まで参加者がおり，東京都が18%，神奈川県が
10%，愛知県が 10%と割合が多L、。活動歴は 10年以上20年未
満が72%と大半を占める。 MTBを始めた理由については「楽し
そうだからJI白然にふれたL、からJI友人知人に勧められて」

I{建康増進Jが上位で，続けている理由については「上達したLリ

「選手活動JI自然に触れられるJ，I健康増進JI仲間がいるJIス
トレス解消jが上位に挙がり，競技スポーツとレクリエーション

の特徴がみられる。

ガイドグループは52人であり，全体の 23.9%を占める。表-
4より，非ガイドグループより平均年齢， MTB歴ともに高く，
経験豊富であることが示された。表 3では，各項目において平

均値が高く，環境に対する意識も高い傾向が示されている。 1M

TBの鴎心事」では，非ガイドグループは競技に関わる項目が高
くなっている。一方， トレイル保全については室長が見られないも

のの，比較的関心は高L、。

(泣)理想的な MTB環境:好ましいフィールドとの距離は自走
可能削)な範囲が56%，自動車による移動範閉が37%であった。

公共交通機関は利用されない(無回答が7%)。自動車での移動
時間では， 60分が38%と最多で， 120分以内の回答が全体の87
%を占めた。

理想的なMTBトレイル(山道)の条件についての結果を図 l
に示す。「適度な起伏」が一番の条件とし

表-3 アンケート質問項目における全体及びグループ別集計結菜 て挙げられ， I未舗装率」と「シングルト
ホアンケート項目は一部省略 ラックの多さjが次に続くが，道憾の狭さ，

) IMBAとは医器禁マウン予ンパイウ担桧 a"岡田岡凶MO¥叫胡1Bikc弘明凶on)江総札
!) r.が断有の明確化という按占1本土地所有者や審議選古明確で問合せ先等がわかる枕究を想定した笈f占であるe

は243品協J;22fぷカj名高石117函雪吋?り驚議311拾溢強情怒
;)差の検定lお検定を用いた。 5%必有窓裳を+φ1%の有害霊護を++で表渡している。

ランドスケープ研究 72(5)， 2009 

障害物や植生の多さは好まれず，ある程度

整備された道が理想、とされる。

(温)環境保全意識 IMTBは自然と触
れ合うことに適したスポーツである」と感

じている。具体的な環境保全活動の必要性

は「不法投棄への対応JI登山道の整備」

「林道の整備Jに着目している傾向がみら
れる。 MTBを始めてから強く関心が高ま
るのは「山JI森林JI里山」といった

MTBの活動に適した環境である。自由記
述でも「身近な自然や森林の荒廃jが上位

に現れた。反対に， MTBの活動に適さな
い「干潟JI磯」への関心は低い。表-3
から，ガイドグループはいずれの項目でも

平均値が高い傾向にあり， I森林管理や林

業の不振JI土地所有の問題JI野生動物の

保護Jに関心が特に高L、。また，非ガイド
グループの方がMTB活動を非日常ととら
え，荒地を走ることこそ醍翻味と考える傾

向がある。

(u)環境配慮、行動.一般的な自然保護活

動はあまり実践されていない。しかし，

「自分の出したゴミの持ち帰りJや「トレ
イルからはみ出さない走行J等MTBlこ関
わる配慮行動は実践されている。

ガイドグループはどの項目においても平

均値が高い傾向にあるが，特にトレイルを

長持ちさせる走行や持続的に利用するため

の活動，活動中のごみ姶いなどの環境配慮

行動を実践する傾向には有意な差がみられ

る。しかし， MTBパトロールはあまり実
践されていない。

(溢)他者への働きかけ :MTBや自然体
験活動を他者に伝えたいという意識は高く

表-4 グループの属性比較
a ガイドグループ | 非ガイドグ)v-プ
品仏公認インストラウ告|友2目こ該当しない者
一資格を持つ人とガイド

経験のある人

52人 174人

36.4歳 333歳

平均MlB歴 19.0年 103年

注I)各グループはl%の有窓蓬拘留霊できた
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みられた。「土地所有者や他の利用者とのトラブルjの存在につ

いて顕著な傾向はみられないが，自由記述回答では地権者や徒歩

者とのトラブルについての記述が目立った。この分野での回答に

はグループ問の差は見られない。

4.考察
MTBの持つ自然地域での機動性と自然体験活動での利便性に

より，ライダーは自然地域の中で，周湖の自然環境を注意深く観

察しながら移動したり，必婆に応じて最大時速 80kmで移動した

りすることが可能である。また，自宅から連続的に自然とふれあ

うことができるということは，皇山や身近な自然と生活関との関

わりのある空間として理解する一助となると考える。さらに

MTBは， 自然地域内の自然環境管理業務の移動手段として使え

ば，きめ細かくかっ効率的な自然環境モニタリングと環境管理活

動が期待できる。一方，無秩序に MTB活動が拡大すると，他の

利用者との摩擦が頻繁に起こるという課題も明らかになった。ア

ンケート結果では，他の利用者や管理者とのトラブルについて，

ライダーの問題意識は低いが，他の利用者や管理者は MTBとの

摩擦問題を深刻に受け止めている事例が多く見られた。 MTBが

持続的に自然環境を利用するためには，各主体が相互に理解を深

める必要がある。今後ますます自然地域の利用が促進され，多様

な利用がすすめば， 日本においても規制の強化やゾーニング，利

用料などの具体的対策が必要となると考える。

ライダーの意識調査からは，経験年数が高く，指導的な立場に

立つガ、イドグループの人々は自然環境保全に対して前向きな姿勢

が示され，持続的な利用を実践していることが明らかになった。

本研究の結果とカヌーイストを対象とした事例叫より，陵地や水

辺に限らず野外レクリエーション与を長期に笑践している人々は，

活動する自然環境を持続的に利用することから，環境の保全意識

や配慮行動が高くなる傾向が示唆された。 他者への働きかけにつ

いては，ガイドグループと非ガイドグループ聞の有意差は見られ

なかった。しかしガイドグループの人が，初心者や非ガイドグルー

プの人々に対して，彼らの持つ環境保全意識や配慮、行動を教育す

ることが出来れば，ライダー全体の環境保全意識のボトムアップ

が期待できる。そのためには JMAのMTB技術講習会において，

単に環境保全を案内するだけでなく，講習科目に加えるなど積極

的な働きかけが必要と考える。またライダーは個人で勝手に道を

新設したり改変したりして，土地やコースの管理者とのトラブル

の原因になっている。しかしこれは，コースとその周囲の自然環

境に手を加える実行力を意味する。主霊山道整備でーは地元の警察や

山岳会などのアウトドアレクリエーション団体が事実上の管理を

扱うことが指摘されている 24)が，ライダーにもレクリエーション

資源管理の抱L、手としての可能性が示唆された。

謝辞:アンケート調査では， 日本マウンテンバイク協会の皆様を

はじめ，選手および大会運営スタッフの皆様より，競技前の大変

忙しい時間にも関わらず，快く調査に協力いただきました。この

場を借りて淳く感謝申し上げます。
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